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大
学
の
歴
史
や
現
状
、使
命
な
ど

を
学
ぶ「
中
京
大
学
を
知
る
」が
４
月

か
ら
開
講
さ
れ
た
。

　

同
科
目
は
長
期
計
画
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10

の
推
進
事
項「
建
学
の
精
神
に
基
づ

い
た
教
育
基
盤
の
整
備
」の
一
環
で

あ
る「
自
校
教
育
」と
し
て
導
入
さ

れ
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
全
学
部
、全
学

年
。全
15
回
の
授
業
で
、

内
容
は
大
学
の「
建
学

の
精
神
」か
ら
歴
史
に

関
す
る「
開
学
前
史
」、

「
開
学
か
ら
六
十
年
の

あ
ゆ
み
」、「
現
状
と
課

題
」、「
将
来
像
」な
ど
。春
学
期
は
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
、秋
学
期
は
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
と
も
に
月
曜
四
限
に

行
わ
れ
る
。

　

５
月
１
日
に
行
わ
れ
た「
開
学
前

史
②
」で
は
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
梅

村
清
英
総
長
・
理
事
長
が
担
当
。約

１
７
０
人
の
学
生
を
前
に
自
己
紹

介
を
し
た
の
ち
学
園
創
立
者
の
梅

村
清
光
先
生
の
人
物
像
と
学
園
創

立
に
至
っ
た
経
緯
、校
訓
な
ど
を
講

義
し
た
。梅
村
総
長
・
理
事
長
は「
５

年
ぶ
り
に
教
壇
に
立
っ
て
、大
変
新

鮮
な
気
持
ち
で
す
。今
回
の
講
義
の

た
め
に
清
光
先
生
の
人
物
像
が
浮

か
び
上
が
る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
。

学
生
達
の
受
け
止
め
方
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
良
い
と
思
い

ま
す
が
、こ
れ
を
機
会
に
学

生
が
梅
村
学
園
や
中
京
大
学

の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

他
大
学
の
学
生
や
留
学
生
と

の
交
流
、就
職
な
ど
の
際
に

自
分
が
通
う
大
学
に
つ
い
て

正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
、

ま
た「
久
し
ぶ
り
で
し
た
が
、

楽
し
く
講
義
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
機
会

を
得
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」と

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

安
村
仁
志
学
長
は

開
講
に
あ
た
り
、「
学

生
が
、本
科
目
を
通
し

て
、自
身
の
過
ご
す
大
学
が
ど
の
よ

う
な
大
学
で
あ
る
の
か―

歴
史
、教

育
の
特
色
、目
指
す
と
こ
ろ
な
ど
を

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
の
２

０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
で
、世
界
選
手
権
３
回
優

勝
の
浅
田
真
央
さ
ん（
２
０
１
４
年

度
体
育
学
部
卒
）が
４
月
12
日
に
記

者
会
見
を
開
き
、現
役
引
退
を
表
明

し
た
。

　

浅
田
さ
ん
は
中
京
大
学
附
属
中
京

高
校
か
ら
中
京
大
学
体
育
学
部
に
進

み
、豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
を
主
な
練
習
拠
点
に
し
て
、

数
々
の
国
際
大
会
で
活
躍
し
て
き
た
。

　

会
見
で
浅
田
さ
ん
が「
最
高
の
演

技
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
振

り
返
っ
た
の
が
、
14
年
ソ
チ
五
輪
の

フ
リ
ー
の
演
技
。シ
ョ
ー
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
16
位
と
出
遅
れ
た
が
、フ
リ
ー

で
は
高
難
度
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル

（
３
回
転
半
ジ
ャ
ン
プ
）を
決
め
る
な

ど
完
璧
な
演
技
で
６
位
に
順
位
を
上

げ
る
頑
張
り
を
見
せ
、多
く
の
人
を

感
動
さ
せ
た
。

　

約
１
年
間
の
休
養
後
、
15
年
10
月

に
中
京
大
学
所
属
で
復
帰
し
、
18
年

平
昌
五
輪
を
目
指
し
た
。し
か
し
、昨

年
末
の
全
日
本
選
手
権
で
12
位
に
終

わ
り
、「
気
持
ち
や
体
も
復
帰
前
よ
り

辛
く
な
っ
た
」と
し
て
、競
技
生
活
を

終
え
る
決
断
を
し
た
。

　

浅
田
さ
ん
は「
長
い
選
手
生
活
で

沢
山
の
山
が
あ
り
ま
し
た
。乗
り
越

え
ら
れ
た
の
は
支
え
て
く
れ
た
フ
ァ

ン
の
お
か
げ
で
す
」と
、こ
れ
ま
で
の

学
問
と
し
て
知
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

び
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、意

義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の

結
果“

私
は
中
京
大
学
で
〇
〇
を
学

び
ま
し
た”

と
自
信
を
も
っ
て
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」と
期
待

を
込
め
た
。

　

こ
の
科
目
の
責
任
者
で
あ
る
阿

部
英
樹
教
授
は「
中
京
大
学
の
教
育

　

一
方
、
14
年
ソ
チ
五
輪
日
本
代
表

で
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
今
春
卒
業

し
た
村
上
佳
菜
子
さ
ん
も
４
月
23

日
、現
役
を
引
退
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。村
上
さ
ん
は「
関
係
者
の

皆
様
に
は
結
果
が
良
い
時
も
悪
い
時

も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、感

謝
し
て
い
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

村
上
さ
ん
は
10
年
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
で
優
勝
し
た
後
、シ
ニ
ア
デ

ビ
ュ
ー
し
、
13
年
世
界
選
手
権
で
は

４
位
と
な
っ
た
。ソ
チ
五
輪
で
は
惜

し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
が
、
12
位
の

成
績
を
残
し
た
。浅
田
真
央
さ
ん
ら

と
と
も
に
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
日
本
女
子
を
代
表
す
る
選
手
だ
っ

た
。今
後
は
、プ
ロ
ス
ケ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
学
園
と
大
学
の
歴
史
が
中

心
で
す
。今
回
の
講
義
は
総
長
・
理

事
長
、学
長
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
の

で
き
る
初
め
て
の
試
み
で
す
。ほ
ぼ

上
限
に
近
い
２
１
０
人
が
受
講
し

て
く
れ
て
お
り
、ま
た
出
席
率
が
高

い
こ
と
か
ら
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

応
援
に
感
謝
し
た
。ま
た
、今
後
に
つ

い
て
は「
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
恩
返
し
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と

話
し
た
。

引退会見をする浅田真央さん

講義する梅村総長・理事長

講師紹介する阿部教授
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

浅
田
真
央
さ
ん  

現
役
引
退
を
表
明

村
上
佳
菜
子
さ
ん
も

自校教育スタート

全学部・全学年対象に

ＮＥＸＴ10事業
「中京大学を知る」

今
号
の
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企業ＩＤ
企業パスワード
（半角英数、大文字、小文字の別注意）

…………G2300001
…nmd4n3bk

　

中
京
大
学
は
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
イ
ー

グ
ル（
図
）を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の

象
徴
と
し
て
制
作
し
た
。ミ
ズ
ノ
株

式
会
社
と
の
包
括
協
定
に
よ
る
共
同

事
業
。

　

イ
ー
グ

ル（
鷲
）は

建
学
の
精

神
に
則
り
、

４
大
綱
の

象
徴（
シ
ン

ボ
ル
）と
し

て
、１
９
６
１
年
中
京
高
校
の
正
門

に
像
が
設
置
さ
れ
た
。そ
れ
以
降
、梅

村
学
園
の
勇
気
・
挑
戦
の
象
徴
と

な
っ
た
。

【
ル
ー
ル
を
遵
守
し（
自
他
共
に
）チ
ー

ム
を
敬
い
ど
の
様
な
困
難
も
乗
り
越

え
高
み
を
目
指
す
勇
気
の
象
徴
】

　

春
よ
り
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
、卓

球
部
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、硬
式
野
球
部
ア

ウ
タ
ー
に
採
用
し
、ま
た
、ス
ケ
ー
ト

部
な
ど
他
の
競
技
で
も
順
次
使
用
予

定
で
あ
る
。

　

中
京
大
学
は「
ス
ポ
ー
ツ
応
援

グ
ッ
ズ
」の
販
売
を
行
う
。期
間
は
５

月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
。

　

取
扱
商
品
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、ポ
ロ

シ
ャ
ツ
、ス
ウ
ェ
ッ
ト
パ
ン
ツ
の
３

種
類
。※

（
写
真
：
イ
ラ
ス
ト
）

　

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の
協
定
の
一

環
と
し
て
同
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
じ
て
注
文
を
受
け
付
け
る
。商
品

発
送
は
注
文
後
３
週
間
か
ら
１
カ
月

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　

中
京
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ン
ク（
写
真
㊧
赤
枠
内
）か
ら
ア
ク
セ
ス

可
能
。

　

な
お
購
入
に
際
し
て
は
左
記
の
企

業
Ｉ
Ｄ
、企
業
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
。

　

体
育
会
ス
キ
ー
競
技
部
の
堀
島
行

真
選
手（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
）が

３
月
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
か
れ
た
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
世
界
選
手

権
に
出
場
し
、モ
ー
グ
ル
と
デ
ュ
ア

ル
モ
ー
グ
ル
両
種
目
で
優
勝
し
た
。

　

堀
島
選
手
は
昨
年
12

月
に
始
ま
っ
た
Ｗ
杯
で

世
界
を
転
戦
、開
幕
か

ら
３
戦
は
予
選
落
ち

だ
っ
た
が
、徐
々
に
調

子
を
上
げ
た
。２
月
の
札
幌
ア
ジ
ア

大
会
で
は
モ
ー
グ
ル
、デ
ュ
ア
ル

モ
ー
グ
ル
両
種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。そ
の
勢
い
の
ま
ま
世
界
の
頂
点

に
立
っ
た
。

　

４
月
７
日
に
安
村
仁
志
学
長
か
ら

学
長
賞
を
贈
ら
れ
た
堀
島
選
手
は
、

来
年
の
平
昌
五
輪
に
向
け
て「
勝
て

る
と
い
う
気
持
ち
が
持
て
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

一
方
、ス
ケ
ー
ト
部
の
宇
野
昌
磨

選
手（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
）は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
世
界

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権（
３

月
29
日―

４
月
２
日
）で
、銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。世
界
選
手
権
初
出
場

だ
っ
た
昨
年
の
７
位
か
ら
大
き
く
飛

躍
し
、初
の
表
彰
台
と
な
っ
た
。平
昌

五
輪
で
の
メ
ダ
ル
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

大
韓
民
国
の
李
俊
揆（
イ
・
ジ
ュ
ン

ギ
ュ
）駐
日
大
韓
民
国
大
使
ら
が
３

月
16
日
、中
京
大
学
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
し
、梅

村
学
園
の
梅
村
清

英
総
長
・
理
事
長

ら
学
園
首
脳
と
懇

談
し
た
。席
上
、韓

国
側
か
ら
本
学
と

教
育
面
で
連
携
を

強
化
し
て
い
く
意

向
が
示
さ
れ
、梅

村
学
園
側
も
歓
迎

し
た
。

　

懇
談
に
は
、梅

村
学
園
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
支
援

の
連
携
・
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る

駐
名
古
屋
総
領
事
館
の
鄭
煥
星

（
チ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ソ
ン
）総

領
事
、安
村
仁
志
中
京

大
学
学
長
ら
も
出
席
し

た
。今
後
の
具
体
的
な

連
携
方
策
と
し
て
は
、

学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
て
い
る
地
山
学
園
の

漢
西
高
校
と
中
京
大
学

附
属
中
京
高
校
の
間
で

教
職
員
の
派
遣
交
流
な

ど
が
検
討
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　

李
大
使
ら
は
懇
談
の
後
、梅
村
総

長
の
案
内
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
見
学

し
た
。陸
上
競
技
部
、新
体
操
部
、ラ

グ
ビ
ー
部
、水
泳
部
、硬
式
野
球
部
な

ど
の
選
手
た
ち
に
気
軽
に
声
を
か
け

た
。ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
は
、フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
宇
野
昌
磨
選
手

（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
）を
直
接
、

激
励
し
た
。

　

視
察
を
終
え
た
李
大
使
は「
中
京

大
学
は
多
く
の
種
目
で
選
手
た
ち
が

自
由
に
伸
び
伸
び
と
練
習
し
て
い
ま

し
た
。素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」と
感

想
を
述
べ
た
。ま
た
、今
後
の
学
生
交

流
に
つ
い
て
は「
韓
国
か
ら
も
っ
と

中
京
大
学
に
留
学
し
て
ほ
し
い
し
、

中
京
大
学
か
ら
も
韓
国
に
来
て
ほ
し

い
。ぜ
ひ
交
流
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
た
。

期  

間  

限  

定
ス
ポ
ー
ツ
応
援
グ
ッ
ズ 

販
売
開
始

新体操部員と懇談する李駐日大使

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
イ
ー
グ
ル

　

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
象
徴
に

モ
ー
グ
ル
堀
島
選
手 

２
冠
達
成

フ
ィ
ギ
ュ
ア
宇
野
選
手 「
銀
」

大
韓
民
国
の
李
俊
揆
駐
日
大
韓
民
国
大
使

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
園
首
脳
と
懇
談

互
い
の
連
携
強
化
を
確
認

堀島行真選手

宇野昌磨選手

世　界
選手権

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の
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安
村
仁
志
学
長
の
も
と
、中
京
大

学
教
学
関
連
役
職
者
の
新
体
制
が
３

月
29
日
の
梅
村
学
園
定
例
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
。副
学
長
に
種
田
行
男

教
授
が
再
任
さ
れ
た
。学
長
補
佐
に

は
中
村
雅
章
教
授（
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
、教
育
担

当
）、桑
村
哲
生
教
授（
研
究
担
当
）、

大
森
達
也
教
授（
総
合
政
策
学
部
長
、

学
生
担
当
）、佐
道
明
広
教
授（
内
外

連
携
担
当
）が
就
任
。中
村
教
授
と
佐

道
教
授
は
新
任
、桑
村
教
授
と
大
森

教
授
は
再
任
と
な
る
。

　

任
期
は
い
ず
れ
も
２
０
１
７
年
４

月
１
日
か
ら
19
年
３
月
31
日
の
２
年

間
。

　

安
村
学
長
の
も
と
、教
職
協
同
に

よ
り
、教
育
の
質
保
証
・
研
究
の
一
層

の
充
実
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

教
育
と
研
究
の
さ
ら
な
る
充
実

を
目
指
し
ま
す
。教
育
面
で
は
、昨

年
度
改
め
て
策
定
さ
れ
た
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー（
学
位
授
与
、教
育
課
程
、

入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
）を
基
に

質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。研
究
面
で
も
さ
ら
な
る
活

性
化
を
進
め
ま
す
。教
育
構
想
会
議

に
加
え
、研
究
推
進
会
議
が
発
足

し
、全
学
的
に
教
育
・
研
究
方
針
を

た
て
る
仕
組
み
が
整
い
ま
し
た
。社

会
と
の
連
携
を
視
野
に
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
大
学
を
目
指
す

と
と
も
に
、国
際
的
連
携
も
促
進
し

ま
す
。学
生
・
教
職
員
が
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
、よ
り
良
い
大
学
に
進
化
さ

せ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

１
９
９
０
年
名
古
屋
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

　

95
年
経
営
学
部
助
教
授
採
用
。02

年
経
営
学
部
教
授
。経
営
学
部
長
、ビ

　

東
京
都
立
大
学（
現
首
都
大
学
東

京
）大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
。

　

２
０
０
４
年
商
学
部
助
教
授
採

用
。05
年
総
合
政
策
学
部
教
授
。総
合

政
策
学
部
長
、経
済
学
研
究
科
長
な

ど
歴
任
。

❖

　

内
外
連
携
担
当
学
長
補
佐
を
拝
命

し
た
。「
内
外
連
携
」は
今
年
度
よ
り

設
け
ら
れ
、地
域
に
お
け
る
知
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の
大

学
の
役
割
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。研
究
交
流
・

留
学
生
派
遣
・
産
官
学
連
携
な
ど
、大

学
だ
け
で
な
く
内
外
の
様
々
な
組
織

と
の
連
携
を
推
進
・
発
展
さ
せ
る
べ

く
努
力
し
た
い
。

ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

長
な
ど
歴
任
。

❖

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、教
育
の
質
向
上
を
目
指

し
た
継
続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。全
学
的
に
教
育
上
の
施

策
を
構
想
し
、実
施
、検
証
す
る
組
織

体
制
は
整
っ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
間
の
連
携
と
協
力
体
制
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
、円
滑
か
つ
迅
速

に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
よ

う
に
、与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
。

　

文
学
部
は
、実
用
の
世
界
を
根
底
で

支
え
る
人
間
力
、す
な
わ
ち
良
心
を
養

成
す
る
。文
献
を
正
確
に
読
む
力
、他
者

の
思
考
へ
の
想
像
力
な
ど
。こ
う
し
た

能
力
こ
そ
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
多
様

な
場
面
に
お
け
る
逞
し
さ
を
保
証
す

る
。良
心
な
く
ん
ば
人
に
あ
ら
ず
。文
学

部
に
受
け
継
が
れ
る
こ
の
自
負
を
胸

に
、本
学
を
誇
り
あ
る
地
位
に
牽
引
す

る
最
前
線
の
一
翼
に
あ
り
続
け
た
い
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
。日
本
中
世
史
。

　

法
学
部
は
、「
法
を
社
会
で
活
か
せ
る

人
材
の
育
成
」を
目
標
と
し
て
、教
育
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。基
礎
力
を

養
う
初
年
次
教
育
の
充
実
、実
務
家
と

連
携
し
て
展
開
す
る
法
実
践
プ
ロ
グ
ラ

ム（
Ｌ
Ｐ
Ｐ
）、手
厚
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

文
学
部
長

村
岡 

幹
生

法
学
部
長

新
里 

慶 

一

中京大学 学長
安村  仁志

中
村 

雅
章

学
長
補
佐 〈
教
育
担
当
〉

佐
道 

明
広

学
長
補
佐 〈
内
外
連
携
担
当
〉

教
学
関
連
役
職
者

　
　
　
　

の
新
体
制

新学部長
新研究科長
新研究所長

世
界
を
視
野
に
特
色
あ
る
大
学
を
目
指
し
て

今
年
度 

安
村
学
長
執
行
体
制
が
始
動

種
田
副
学
長
が
再
任

　
　
　

学
長
補
佐
２
氏
新
任

新 

学
長
補
佐
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学
生
が
主
体
的
に
運
営
す
る
ゼ
ミ
対
抗

プ
レ
ゼ
ン
大
会
の
実
施
等
で
あ
る
。今

後
も
、「
学
生
第
一
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、教

育
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
た
い
。

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
。商
法
。

　

経
済
学
部
は
今
年
、開
設
30
周
年
を
迎

え
た
。１
９
８
７
年
以
来
、一
貫
す
る
特

色
は
、学
生
が
希
望
や
適
性
に
合
わ
せ

て
、経
済
学
を
体
系
的
に
学
べ
る
こ
と

で
あ
る
。日
々
変
化
す
る
経
済
社
会
に

あ
っ
て
は
、経
済
学
の
専
門
知
識
や
論

理
的
思
考
が
、一
般
的
な
能
力
の
前
提

と
し
て
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
。今

後
も
基
礎
か
ら
応
用
へ
と
体
系
的
に
経

済
学
が
習
得
で
き
る
機
会
の
提
供
を
重

視
し
つ
つ
、教
育
内
容
の
一
層
の
充
実

に
取
り
組
み
た
い
。

東
京
農
工
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究

科
。日
本
経
済
史
・
農
業
経
済
学
。

　

経
営
学
は
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
組

織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
学
問
で

あ
る
と
い
わ
れ
る 

。マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
そ
の
組
織
が
目
指
す
目
標
を
定
め
、

そ
の
目
標
に
向
け
て
組
織
を
望
ま
し
い

状
態
に
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。経
営

学
部
も
組
織
の
一
つ
で
あ
る
。学
部
長

と
し
て
、学
生
が
経
営
学
の
面
白
さ
を

分
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と

し
、そ
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
い
き

た
い
。

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
。国
際
経
営
論
。

　

工
学
部
に
は
、未
来
の
産
業
界
を
牽

引
す
る
人
材
育
成
拠
点
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
高
度
研
究
拠
点
と

い
う
２
つ
の
使
命
が
あ
る
。

　

４
学
科
の
力
を
結
集
し
、さ
ら
に
研

究
科
、研
究
所
と
も
連
携
し
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
情
報
発
信
や
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
の
戦
略
的
進
化
を
図
り
、研
究
・
教

育
・
人
材
育
成
が
一
体
と
な
っ
た
学
部

運
営
を
目
指
し
た
い
。

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
。画
像
情
報
処
理
・
知
能
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
分
野
。

　

社
会
学
研
究
科
は
社
会
学
を
基
礎
と

し
つ
つ
、心
理
学
、社
会
福
祉
学
、文
化

人
類
学
等
の
専
門
領
域
の
教
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。私
自
身
も
社
会

福
祉
学
が
専
門
で
あ
り
、高
齢
者
福
祉

を
主
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。多
様

な
専
門
性
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

現
代
社
会
に
生
起
す
る
諸
問
題
に
果
敢

に
取
り
組
む
研
究
者
・
実
践
者
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

日
本
福
祉
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研

究
科
後
期
博
士
課
程
。社
会
福
祉
学
、高

齢
者
福
祉
論
。

　

社
会
は
混
迷
を
深
め
て
お
り
、大
学

や
研
究
を
取
り
巻
く
環
境
も
難
し
さ
を

増
し
て
い
る
。何
に
つ
け
て
も
硬
直
的

な
対
応
は
避
け
、状
況
に
即
し
た
し
な

や
か
さ
が
重
要
だ
ろ
う
。学
問
領
域
の

性
質
上
、法
学
の
基
調
は
穏
健
な
の
が

本
来
だ
。多
様
な
考
え
に
耳
を
傾
け
目

を
配
り
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

人
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
根
ざ
す
学
問
な
の

で
、地
域
間
交
流
も
大
切
に
し
た
い
。

名
古
屋
大
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
前

期
課
程
。刑
事
法
。

　

経
済
学
研
究
科
は
１
９
９
１
年
設
置

以
来
、研
究
者
、税
理
士
を
は
じ
め
、多

く
の
人
材
を
世
に
輩
出
し
て
き
た
。２

０
０
９
年
に
は
、経
済
学
専
攻
と
総
合

政
策
専
攻
の
２
専
攻
体
制
と
な
り
、専

攻
間
で
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
、経
済
学
の
専
門
領
域
を
一
つ

の
基
盤
と
し
つ
つ
、社
会
の
多
様
な
要

請
に
応
え
得
る
大
学
院
を
目
指
し
、さ

ら
な
る
拡
充
に
尽
力
し
た
い
。

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。理
論
経
済
学
。

　

経
営
学
研
究
科
の
使
命
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
と
柔
軟
な
思
考
力
を
持

ち
、経
営
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
の

解
決
に
資
す
る
独
創
的
な
発
想
力
を
備

え
た
研
究
者
・
高
度
専
門
職
業
人
を
育

成
す
る
こ
と
に
あ
る
。大
学
院
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、研
究
科

長
は
そ
の
舵
取
り
を
担
う
責
任
の
重
い

職
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、本
研
究

科
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
。経
営
科
学
。

　

工
学
研
究
科
の
目
的
は
工
学
分
野
の

高
度
専
門
技
術
者
お
よ
び
研
究
者
の
養

成
で
あ
り
、そ
れ
に
は
、学
生
確
保
、教

育
課
程
、研
究
環
境
、教
員
組
織
、進
路

指
導
の
す
べ
て
に
わ
た
り
常
に
質
の
向

上
と
成
果
が
求
め
ら
れ
る
。手
始
め
に
、

教
員
の
資
格
審
査
と
業
績
評
価
を
定
期

的
・
定
量
的
に
行
う
体
制
を
確
立
し
、人

的
資
源
の
最
適
配
置
と
研
究
教
育
の
活

性
化
を
推
進
し
た
い
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
。情
報
工
学
。

　

法
務
研
究
科
は
、法
曹
職
業
人（
裁
判

官
・
検
察
官
・
弁
護
士
）の
養
成
機
関
で

あ
る
。２
０
０
４
年
の
開
設
以
来
、多
数

の
司
法
試
験
合
格
者
を
育
て
上
げ
、法

曹
職
業
人
と
し
て
社
会
に
送
り
出
し
て

き
た
。そ
の
法
曹
養
成
機
関
の
長
た
る

地
位
に
就
く
者
と
し
て
、一
人
で
も
多

く
の
司
法
試
験
合
格
者
を
育
て
上
げ
、

社
会
で
活
躍
す
る
法
曹
職
業
人
を
輩
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
。会
社
法
・
企
業
法
務
。

　

経
済
学
部
附
属
経
済
研
究
所
で
は
、

経
済
学
部
教
員
と
外
部
研
究
者
に
よ
る

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、研
究
セ
ミ
ナ
ー
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
叢
書
の
発
行
な
ど
活
発
な
研

究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。今
後
も
高

い
水
準
の
活
動
を
維
持
し
、研
究
成
果

を
教
育
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
本
学

の
研
究
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
。金
融
論
。

　

２
０
１
７
年
度
よ
り
法
曹
養
成
研
究

所
所
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
来
の
役
割
で
あ
る
法
曹
養
成
研
究
、

リ
ー
ガ
ル
エ
イ
ド
及
び
法
務
研
修
と
い

う
３
事
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」と

い
う
使
命
の
も
と
、現
在
の
学
生
及
び

研
修
生
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
指
導
、

情
報
や
ス
キ
ル
の
提
供
が
で
き
る
か

を
、常
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

明
治
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
。弁
護

士
。刑
事
・
民
事
分
野
に
お
け
る
裁
判
実

務
。

　

私
の
認
識
で
は
、大
学
図
書
館
と
は
、

「
研
究
と
教
育
」の
機
関
で
あ
る
大
学
の

心
臓
部
で
あ
る
と
と
も
に「
顔
」で
も
あ

る
。こ
の
た
め
、図
書
館
が
大
学
教
育
の

中
で
如
何
に
機
能
し
て
い
る
の
か
が
そ

の
大
学
の
水
準
を
示
す
も
の
と
な
る
こ

と
か
ら
、図
書
館
を
媒
体
と
し
て
教
員

と
学
生
が
有
機
的
に
連
携
し
、学
生
の

学
究
生
活
の
場
と
な
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
。

日
本
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
日
本

史
専
攻
。日
本
近
代
政
治
外
交
史
。

法
曹
養
成
研
究
所
長

福
本 

博
之

図
書
館
長

檜
山 

幸
夫

法
務
研
究
科
長

池
野 

千
白

経
済
研
究
所
長

小
林　

毅

経
済
学
研
究
科
長

中
山 

惠
子

経
営
学
研
究
科
長

佐
藤 

祐
司

経
済
学
部
長

阿
部 

英
樹

経
営
学
部
長

銭　

佑
錫

社
会
学
研
究
科
長

野
口 

典
子

工
学
研
究
科
長

長
谷
川 

純 

一

工
学
部
長

橋
本　

学

法
学
研
究
科
長

愛
知 

正
博

　
　
　
　

の
新
体
制

教
学
関
連
役
職
者
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２
０
１
７
年
度
中
京
大
学
入
学
式

が
４
月
１
日
、名
古
屋
市
中
区
の
日

本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
で
行
わ
れ

た
。学
部
生
２
９
３
７
人
、大
学
院
生

74
人
の
合
わ
せ
て
３
０
１
１
人
が
希

望
を
胸
に
新
し
い
学
業
生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

安
村
仁
志
学
長
は
式
辞
で「
入
学

式
の
こ
と
を
マ
ト
リ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
申
し
ま
す
。耳
慣

れ
な
い
言
葉
で
し
ょ
う
が
、マ
ト
リ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は『
母
体
を
持

つ
、原
簿
に
登
録
さ
れ
る
』と
い
う
意

味
で
す
。本
日
、皆
さ
ん
は
中
京
大
学

の
学
生
・
院
生
と
し
て
原
簿
に
登
録

さ
れ
、学
生
証m

atriculation 
card

を
手
に
し
、こ
れ
ま
で
に
卒
業

し
た
12
万
６
千
名
以
上
の
方
々
と
同

窓
の
関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
」と
語
り
か
け
、「
皆
さ
ん
を
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
も
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
」と
祝
福
し
た
。

　

ま
た
、梅
村
学
園
の
梅
村
清
英
総

長
・
理
事
長
は
祝
辞
で「
１
９
８
７
年

４
月
、私
は
本
学
経
済
学
部
の
第
１

期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。み
な

さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
姿
を
拝
見
し
て

い
ま
す
と
30
年
前
の
自
分
の
姿
が
重

な
っ
て
き
ま
す
。入
学
生
を
後
輩
と

し
て
迎
え
る
喜
び
と
と
も
に
、責
任

を
も
感
じ
て
い
ま
す
」と
述
べ
、さ

ら
に
一
人
ひ
と
り
に
呼
び
か
け
る

よ
う
に「
本
学
は
数
多
く
の
分
野
で

目
標
と
す
る『
中
部
の
私
大
№
１
』

の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。誇

り
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」と
続
け
た
。

D
ear new

 students! W
elcom

e 
to C

hukyo U
niversity. It’s 

great pleasure that today w
e 

accept you at this m
atricula-

tion cerem
ony.

　

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
び
が
実
り
豊
か
に
な

り
ま
す
よ
う
、切
に
願
い
ま
す
。教
職

員
一
同
全
力
を
挙
げ
て
教
育
に
あ
た

り
ま
す
。大
学
で
の
学
び
に
心
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
述
べ
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
社
会
心
理
学
者
エ
ー

リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
は
、名
著“T

o
 

have or to be ?”

に
お
い
て
人
間

の
生
き
方
と
し
てhave

様
式
とbe

様
式
が
あ
る
と
し
、講
義
の
受
け
方

に
つ
い
て
も
違
い
を
示
し
て
い
ま

す
。have

様
式
：
き
ち
ん
と
出
席
し
、

話
を
可
能
な
限
り
ノ
ー
ト
に
書
き
留

め
よ
う
と
す
る
。be

様
式
：
メ
モ
は

取
ら
ず
、頷
い
た
り
、首
を
傾
げ
た
り

し
な
が
ら
話
を
聴
い
て
い
る
。ど
こ

が
違
う
で
し
ょ
う
か
。前
者
は
聞
い

て
い
る
こ
と
の
記
録
に
集
中
す
る

あ
ま
り
、内
容
が
自
分
と
は
結
び
付

か
ず
、知
識
の
集
積
と
し
て「
持
っ

て
い
る
」状
態
、後
者
は
、講
義
に
備

え
を
し
て
お
り
、反
応
し
な
が
ら
聴

く
こ
と
で
、中
身
が
消
化
さ
れ
て
、

「
あ
る
」状
態
だ
と
い
う
の
で
す
。違

い
は
歴
然
で
す
。備
え
て
臨
み
、聴

き
な
が
ら
反
応
し
、考
え
る
、そ
う

す
れ
ば
、講
義
を
受
け
る
前
と
受
け

た
後
で
は
、自
分
が
変
化
し
、成
長

し
ま
す
。

　

ま
た
、知
に
対
し
て
謙
虚
で
あ
っ

て
く
だ
さ
い
。ソ
ク
ラ
テ
ス
が“I 

know
 one thing : that I know

 
nothing.”

と
言
う
よ
う
に
、知
は
無

限
で
す
。知
の
獲
得
に
お
い
て
も
謙

虚
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。今
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
簡
単
に
知
を

取
り
出
せ
る
反
面
、消
化
さ
れ
る
こ

と
な
く
簡
単
に
張
り
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
が
ち
で
す
。簡
単
に
得
た

も
の
は
簡
単
に
消
え
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
学
生
活
が
実
り
豊

か
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、願
い

ま
す
。

安
村  

仁
志

種
田　

行
男

中
村　

雅
章

桑
村　

哲
生

大
森　

達
也

佐
道　

明
広

村
岡　

幹
生

細
川　
　

眞

明
木　

茂
夫

神
谷　

栄
治

村
上　

  

隆

新
里　

慶
一

大
森　

達
也

阿
部　

英
樹

銭　

佑
錫

橋
本　

学

髙
橋　

繁
浩

学　

長

副
学
長

学
長
補
佐（
教
育
担
当
）

　
　
　
　
（
研
究
担
当
）

　
　
　
　
（
学
生
担
当
）

　
　
　
　
（
内
外
連
携
担
当
）

《
学　
　
　

部
》

文
学
部
長

国
際
英
語
学
部
長

国
際
教
養
学
部
長

心
理
学
部
長

現
代
社
会
学
部
長

法
学
部
長

総
合
政
策
学
部
長

経
済
学
部
長

経
営
学
部
長

工
学
部
長 

（
情
報
理
工
学
部
長
）

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
長 

（
体
育
学
部
長
）

２
０
１
７
年
度

中
京
大
学
役
職
者 

（
４
月
１
日
現
在
）

　

新
入
生
を
代
表
し
て
午
前
の
部

は
国
際
英
語
学
部
の
福
谷
凌
介
さ

ん
が
、午
後
の
部
で
は
工
学
部
の
川

井
里
香
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ「
４
年

間
を
過
ご
す
友
人
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
」「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

支
え
ら
れ
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
」と
宣
誓
し
た
。

式　

辞
〈
大
要
〉

中
京
大
学　

学
長

安
村  

仁
志

入
学
式

３
０
１
１
人
が
希
望
を
胸
に

知
に
対
し
て
謙
虚
で
あ
れ

２
０
１
７
年
度  

入
学
式
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中
京
大
学
は
１
９
５
４
年
の
開
学

で
、今
年
63
周
年
で
す
。名
古
屋
、豊

田
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
11
学
部
11

大
学
院
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大

学
で
す
。建
学
の
精
神
は「
学
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」

で
す
。こ
れ
は
水
戸
学
に
あ
る「
文

武
不
岐
」、つ
ま
り
は
文
武
両
道
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

学
園
創
立
者
の
梅
村
清
光
先
生
、

本
学
開
学
者
の
梅
村
清
明
先
生
は
、

茨
城
県
水
戸
市
出
身
で
す
。そ
こ
で

の
教
え
を
、父
祖
の
地
で
あ
る
愛
知

県
、そ
の
中
心
の
名
古
屋
で
教
育
に

携
わ
ろ
う
と
い
う
時
、根
本
に
据
え

ま
し
た
。校
訓
は「
真
剣
味
」で
す
。

真
は
知
育
、剣
は
体
育
、味
は
徳
育

を
指
し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
梅
村
家
の
血
筋
を
継

ぐ
者
で
あ
り
、経
済
学
部
第
一
期

生
と
し
て
本
学
入
学
以
来
、こ
の

道
一
筋
に
生
き
て
き
ま
し
た
。そ

れ
ゆ
え「
愛
す
べ
き
母
校
」「
誇
る

べ
き
母
校
」と
し
た
い
と
の
思
い

は
人
一
倍
で
す
。建
学
の
精
神
の

具
体
化
、自
校
教
育
の
浸
透
を
通

じ
て
、
中
京
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

月
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。「
高
い
志
」を
持
っ

て
、怠
る
こ
と
な
く
、常
に
校
訓

「
真
剣
味
」で
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

広
く
、深
く
学
び
な
が
ら
、人
脈
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
を
教
職
員
一
同
、全
力

で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。本
日
は

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
健
闘
を
心
よ
り
祈
念
し
て
祝
辞

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、国
際
英
語
学
部
国
際
英
語
学

科
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
の
国
際
社
会

に
お
い
て
、通
用
す
る
英
語
を
身
に
付

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
、多
く
の
外
国
人
が
日
本
に

や
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。私
は

こ
の
機
会
に
本
学
で
学
ん
だ
語
学
力

を
生
か
し
、開
催
国
の
一
員
と
し
て

一
人
で
も
多
く
の
諸
外
国
の
人
々
に

日
本
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
活
動
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
新
入
生
は
お
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、中
京
大
学
生
と
し
て
誇
り
を

持
ち
、責
任
の
あ
る
行
動
を
と
る
べ

く
、自
ら
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
工
学
部
で
メ
デ
ィ
ア
技
術
を

学
ぶ
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。専
門
的
で
魅
力
的
な
講
義

を
通
し
て
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、社
会
で
役
立

つ
実
践
的
な
講
義
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る

役
割
を
も
っ
た
人
材
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
で
す
。

　

中
京
大
学
の
建
学
の
精
神
で
謳
わ

れ
て
い
る
四
大
綱
に
は
、
⑴
ル
ー
ル

を
守
る　

⑵
ベ
ス
ト
を
尽
く
す　

⑶

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る　

⑷
相
手

に
敬
意
を
も
つ  

と
あ
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
大
学
生
活
に
お
い
て
は
、

こ
の
精
神
を
今
ま
で
以
上
に
大
切
に

し
、ま
た
、体
得
で
き
る
よ
う
に
努

め
、一
緒
に
入
学
し
た
仲
間
と
互
い

に
高
め
合
い
な
が
ら
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
井　

佳
夫

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー・ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

向
井　

希
宏

野
口　

典
子

愛
知　

正
博

中
山　

惠
子

佐
藤　

祐
司

長
谷
川
純
一

渡
邉　

丈
眞

中
村　

雅
章

池
野　

千
白

檜
山　

幸
夫

檜
山　

幸
夫

明
木　

茂
夫

中
西
眞
知
子

桜
井　

伸
二

小
林　

毅

輿
水　

大
和

福
本　

博
之

檜
山　

幸
夫

梅
村　

義
久

目
加
田
慶
人

井
口　

弘
和

酒
井　

敏

中
山　

惠
子

清
水　

卓
也

馬
場　

史
津

神
谷　

栄
治

《
大
学
院
研
究
科
》

文
学
研
究
科
長

国
際
英
語
学
研
究
科
長

心
理
学
研
究
科
長

社
会
学
研
究
科
長

法
学
研
究
科
長

経
済
学
研
究
科
長

経
営
学
研
究
科
長

工
学
研
究
科
長 

（
情
報
科
学
研
究
科
長
）

体
育
学
研
究
科
長

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
長

法
務
研
究
科
長 

（
法
科
大
学
院
）

《
研
究
機
関
・
各
種
セ
ン
タ
ー
等
》

先
端
共
同
研
究
機
構
長

社
会
科
学
研
究
所
長

文
化
科
学
研
究
所
長

企
業
研
究
所
長

体
育
研
究
所
長

経
済
学
部
附
属

経
済
研
究
所
長

工
学
部
・
情
報
理
工
学
部
附
属

人
工
知
能
高
等
研
究
所
長

法
科
大
学
院

法
曹
養
成
研
究
所
長

図
書
館
長

国
際
セ
ン
タ
ー
長

情
報
セ
ン
タ
ー
長

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
長

教
職
セ
ン
タ
ー
長

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

保
健
セ
ン
タ
ー
長

臨
床
心
理
相
談
室
長

学
生
相
談
セ
ン
タ
ー
長

国際英語学部
福谷  凌介

工学部
川井  里香

祝　

辞
〈
大
要
〉

新
入
生　

宣
誓

梅
村
学
園　

総
長
・
理
事
長

梅
村  
清
英

入
学
式

広
く
深
く
学
び
人
脈
作
れ
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中
京
大
学
工
学
部
野
浪
亨
教
授

ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、籾
殻
を
４
０

０
℃
で
６
時
間
炭
化
し
た「
籾
殻

炭
」が
放
射
性
物
質
の
セ
シ
ウ
ム
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
対
し
て
高
い

吸
着
率
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

３
月
６
日
名
古
屋
大
学
で
開
催
さ

れ
た「
日
本
材
料
学
会
東
海
支
部
第

11
回
学
術
講
演
会
」で
研
究
成
果
を

発
表
し
た
。

　

同
研
究
チ
ー
ム
は
２
０
１
３
年

11
月
に
竹
炭
が
セ
シ
ウ
ム
等
の
放

射
性
物
質
の
除
去
、除
染
へ
の
実
利

用
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
確
認

し
発
表
し
た
。そ
の
後
も
様
々
な
素

材
を
用
い
て
検
討
を
続
け
た
結
果
、

籾
殻
炭
の
ｐ
Ｈ
と
セ
シ
ウ
ム
の

吸
着
量
に
は
高
い
相
関
が
あ

り
、こ
れ
は
籾
殻
炭
表
面
に
残

存
す
る
酸
性
官
能
基
に
セ
シ
ウ

ム
が
吸
着
す
る
た
め
と
考
え

た
。一
方
、ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の

吸
着
に
は
籾
殻
炭
の
ケ
イ
素
の

含
有
量
が
関
係
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。 

　

野
浪
教
授
は「
籾
殻
炭
は
ゼ

オ
ラ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
鉱

　

台
湾
・
国
立
嘉
義
大
学
と
の
２
回

目
の
硬
式
野
球
交
流
試
合
が
２
月
に

行
わ
れ
、中
京
大
学
硬
式
野
球
部
が

２
勝
１
敗
と
勝
ち
越
し
た
。

　

両
大
学
は
２
０
１
５
年
12
月
に
学

術
交
流
協
定
を
結
ん
だ
。１
９
３
１

年
の
全
国
中
等
学
校
野
球
優
勝
大
会

（
夏
の
甲
子
園
大
会
）決
勝
で
、嘉
義

大
の
前
身
、嘉
義
農
林
学
校
と
中
京

大
中
京
の
前
身
の
中
京
商
業
学
校
が

対
戦
し
た
こ
と
が
、協
定
締
結
の
大

き
な
き
っ
か
け
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
８
月
上

旬
に「
85
年
前

の
再
現
を
」と

嘉
義
大
が
来

日
し
、国
際
親
善
試
合
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
そ
の
お
礼
も
兼
ね
て
中
京

大
硬
式
野
球
部
が
訪
台
し
、嘉
義
市

立
野
球
場
で
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

日
本
で
も
話
題
に
な
っ
た
台
湾
映
画

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」の
影
響
も
あ
っ
て
地
元

嘉
義
市
で
は
街
中
に
歓
迎
の
旗
が
掲

げ
ら
れ
、市
民
の
人
た
ち
か
ら
も
温

か
く
迎
え
ら
れ
た
。

　

２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
１
戦
の

試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
梅
村
清
英

総
長
・
理
事
長
は
、歓
迎
へ
の
感
謝
の

言
葉
と
と
も
に「
１
９
３
１
年
の
試

合
が
き
っ
か
け
で
こ
う
し
て
始
ま
っ

た
縁
を
大
切
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
限

ら
ず
ど
ん
ど
ん
と
交
流
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。交
流
試
合

の
得
点
は
中
京
大
の
３
|

４
、４
|

２
、

３
|

２
と
い
ず
れ
も
接
戦
だ
っ
た
。

　

坂
田
隆
文
ゼ
ミ
が
四
日
市
南
高
校

の
生
徒
と
共
同
で
、井
村
屋
の
協
力

の
も
と
商
品
企
画
を
行
い
、３
月
12

日
、清
明
ホ
ー
ル
で
井
村
屋
の
中
道

裕
久
専
務
を
招
い
て
発
表
し
た
。

　

中
京
大
学
・
安
村
仁
志
学
長
や
四

日
市
南
高
校
・
鈴
木
達
哉
校
長
も
参

加
し
、学
生
、生
徒
の
発
表
を
見

守
っ
た
。

　

坂
田
ゼ
ミ
生
５
人
と
四
南
校
生
を

含
む
３
チ
ー
ム
は
、昨
年
12
月
か
ら

全
３
回
の
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
練
り
上
げ
た
企
画
、〝
三
重
県
の

高
校
生
に
よ
る
女
子
高
生
の
た
め
の

ア
イ
ス
〞〝
食
感
を
楽
し
む
ア
イ
ス
〞

〝
知
覚
過
敏
に
な
り
に
く
い
一
口
ア

イ
ス
〞な
ど
を
発
表
。中
道
専
務
は
、

ア
イ
デ
ア
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
褒
め
る

と
共
に
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
や
デ
ー
タ
の
集
め
方
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

参
加
し
た
坂
田
ゼ
ミ
の
羽
田
桃

子
さ
ん（
２
年
）は「
企
業
の
方
と
高

校
生
と
の
間
に
挟
ま
れ
取
り
組
む

大
学
生
の
役
割
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
を
、常
に
沢
山
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。多
く
の
経
験
を
積
ん

で
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
い
」

と
話
し
た
。

　

高
校
生
、大
学
生
が
互
い
の
良
さ

を
刺
激
し
合
い
な
が
ら
学
ぶ
機
会
と

な
り
、提
案
内
容
に
関
し
て
は
今
後

同
社
で
商
品
化
実
現
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
る
。

物
と
は
異
な
り
、４
０
０
℃
程
度
で

燃
焼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

吸
着
さ
せ
た
セ
シ
ウ
ム（
沸
点
は
６

７
０
℃
）や
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム（
沸

点
は
１
３
８
１
℃
）だ
け
を
濃
縮
し

て
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

今
後
、放
射
性

物
質
の
除
去
、除
染
に
対
す
る
実
用

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
籾
殻
は
野
焼
き
な
ど
に
よ

る
大
気
汚
染
や
悪
臭
な
ど
の
問
題

な
ど
に
よ
り
大
部
分
が
廃
棄
物
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。籾
殻
の

有
効
活
用
の
可
能
性
も
期
待
さ
れ

る
。

籾殻炭を手に説明する野浪教授

親善試合前のセレモニー

グループワークの１コマ

貴
重
書

今
号
の

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス

セ
シ
ウ
ム
・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
吸
着

　
　
「
籾
殻
炭
」の
研
究
成
果
発
表

硬
式
野
球
部
が
訪
台

国
立
嘉
義
大
学
と
親
善
試
合

総
合
政
策
学
部
坂
田
ゼ
ミ

井
村
屋
に
提
案
発
表

産
高
大

連
携
講
義
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た
。本
学
と
バ
ー
リ
大
学
と
は
12
年

に
経
済
学
部
間
の
研
究
交
流
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
も

教
員
の
相
互
訪
問
を
活
発
に
行
っ

て
き
た
が
、本
学
で
の
バ
ー
リ
大
学

と
の
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

は
15
年
２
月
に
続
い
て
２
度
目
と

な
る
。

　

コ
ニ
ー
リ
ョ
氏
は
生
産
空
間
の
枠

組
み
を
用
い
て
、イ
タ
リ
ア
各
地
方
の

時
系
列
的
な
生
産
構
造
の
変
化
パ

タ
ー
ン
の
実
証
分
析
を
紹
介
し
た
。　

　

ゲ
ー
ム
理
論
を
扱
っ
た
ヴ
ィ
ネ
ッ

ラ
氏
は
、公
的
で
事
後
的
な
シ
グ
ナ
ル

と
相
関
す
る
タ
イ
プ
に
関
し
て
非
単

調
的
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
関
係
を
モ
デ
ル
化
し
、最
善
な
契

約
履
行
の
た
め
の
条
件
を
示
し
た
。

　

ラ
グ
ラ
ヴ
ィ
ネ
ッ
セ
氏
の
報
告
は

近
年
の
経
済
危
機
以
後
の
イ
タ
リ
ア

各
地
の
経
済
回
復
の
決
定
要
因
を
分

析
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
本
学
か
ら
は
近
藤
健
児
、古

川
雄
一
、湯
田
道
生
の
３
人
が
最
新

の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。

　

コ
ニ
ー
リ
ョ
氏
が
バ
ー
リ
大
学

に
て
国
際
化
担
当
の
副
学
長
職
に

あ
る
こ
と
か
ら
、安
村
仁
志
学
長
お

よ
び
種
田
行
男
副
学
長
と
の
面
談

も
行
わ
れ
、今
後
両
大
学
間
の
交
流

を
一
層
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
度
の
学
長
指
定
研
究

に
選
ば
れ
た「
イ
タ
リ
ア
と
の
比
較

事
例
研
究
に
立
脚
し
た
、健
全
で
力

強
い
日
本
経
済
構
築
策
の
探
究
」（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー 

山
田
光
男

経
済
学
部
教
授
）の
資
金
を
活
用
し
、

南
イ
タ
リ
ア
・
バ
ー
リ
大
学
経
済
学

部
か
ら
ニ
コ
ラ
・
コ
ニ
ー
リ
ョ
、ア
ナ

リ
サ
・
ヴ
ィ
ネ
ッ
ラ
、ラ
フ
ァ
エ
レ
・

ラ
グ
ラ
ヴ
ィ
ネ
ッ
セ
の
３
氏
の
招
聘

が
実
現
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
山
田
教
授
の
歓

迎
挨
拶
に
続
き
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
と
共
同
研
究
に
向
け
て

の
建
設
的
な
集
中
討
議
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
歓
迎
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

サ
ロ
ン
・
ド
・
ヤ
マ
テ
で
開
か
れ
た
。

ま
た
、３
月
10
日
に
は
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
第
６
会
議
室
を
会
場
に
、１

日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

　
『
伊
勢
物
語
』は
、平
安
時
代
成
立

の
歌
物
語
。こ
の
本
は
江
戸
時
代
初

期
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
の
う

ち
、角
倉
素
庵
が
出
版
し
た
と
目
さ

れ
る
嵯
峨
本
で
、慶
長
十
三
年（
１
６

０
８
）刊
。本
文
は
独
特
の
字
体
の
木

活
字
を
用
い
て
刷
ら
れ
、挿
絵
は
木
版

画
方
式
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

本
文
や
挿
絵
が
刷
ら
れ
た
紙
は
、藍
、

紅
な
ど
一
枚
毎
に
色
が
替
わ
る
な
ど
、

美
術
的
意
匠
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

嵯
峨
本『
伊
勢
物
語
』は
、慶
長
十

三
年（
１
６
０
８
）か
ら
十
五
年
に
か

け
て
数
回
出
版
さ
れ
た
。高
木
浩
明

氏
は
、慶
長
十
三
年
刊
本
を
初
刊
本
、

再
刊
甲
種
本
、再
刊
乙
種
本
の
三
種

に
分
類
す
る
が
、中
京
大
本
は
再
刊

甲
種
本
。再
刊
甲
種
本
は
、ほ
か
に
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
、東
洋
文
庫

本
、早
稲
田
大
学
図
書
館
本
等
が
あ

る
が
、嵯
峨
本『
伊
勢
物
語
』に
は
部

分
的
に
活
字
を
差
し
替
え
る
部
分
異

植
字
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、全
く
同

じ
版
面
の
本
は
存
在
し
な
い
。

　

ま
た
嵯
峨
本『
伊
勢
物
語
』に
は
上

巻
二
五
図
、下
巻
二
四
図
の
挿
絵
が

あ
り
、日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
絵

入
り
版
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。嵯
峨
本
の
挿
絵
の
図
様
は
、後
の

『
伊
勢
物
語
』刊
本
に
踏
襲
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
文
学
部
教
授　

柳
沢 

昌
紀
）

●
新
任
教
員（
４
月
１
日
付
）

学
部
・
学
科
／
職
位
／
氏
名
／
主
な
担
当
科
目　

文
学
部 

言
語
表
現
学
科

　

准
教
授
／
宮
澤 

太
聡
／
レ
ト
リ
ッ
ク
論

国
際
英
語
学
部 

国
際
英
語
学
科

　

講　

師
／
尾
和 

潤
美
／
国
際
関
係
史

国
際
教
養
学
部 

国
際
教
養
学
科

　

准
教
授
／
今
野 

泰
三
／
平
和
論
Ａ
・
Ｂ

　

准
教
授
／
加
藤 

直
樹
／
数
学
Ａ
・
Ｂ

　

准
教
授
／
中
島 

太
郎
／
フ
ラ
ン
ス
語

　

講　

師
／
坂
本 

祐
太
／
英
語
基
礎
・
演
習

　

講　

師
／
千
葉 
洋
平
／
英
語
基
礎
・
演
習

心
理
学
部 

心
理
学
科

　

教　

授
／
近
藤 

洋
史
／
実
験
心
理
学
概
論
１

　

助　

教
／
池
田 

功
毅
／
生
理
心
理
学
１

　

助　

教
／
山
本 

竜
也
／
臨
床
心
理
学
学
外
実
習

法
学
部 

法
律
学
科

　

教　

授
／
保
条 

成
宏
／
刑
法
Ⅰ
Ａ
・
Ⅰ
Ｂ

　

教　

授
／
檀
上 

弘
文
／
刑
法
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ

　

准
教
授
／
張 　

栄
紅
／
行
政
法
Ⅰ
Ａ
・
Ⅰ
Ｂ

　

准
教
授
／
大
原 

寛
史
／
民
法
Ⅲ
Ａ
・
Ⅲ
Ｂ

経
営
学
部 

経
営
学
科

　

准
教
授
／
津
村 

将
章
／
消
費
者
行
動
論

　

講　

師
／
齊
藤 　

毅
／
管
理
会
計
Ⅰ

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

　

助　

教
／
永
田 

聡
典
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

　

講　

師
／
三
宅 

恵
介
／
柔
道

　

講　

師
／
大
家 

利
之
／
サ
ッ
カ
ー

　

助　

教
／
熊
谷 

慎
太
郎
／
器
械
運
動

●
退
職
教
員（
３
月　

日
付
）

国
際
英
語
学
部 

国
際
英
語
学
科

　

教　

授
／
奥
村 

み
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

／
国
際
社
会
学
・
比
較
文
化
論

国
際
教
養
学
部 

国
際
教
養
学
科

　

教　

授
／
酒
井 

正
志
／
英
文
学

　

教　

授
／
安
藤 

隆
之
／
フ
ラ
ン
ス
文
学

　

准
教
授
／
平
下 

幸
男
／
数
学

心
理
学
部 

心
理
学
科

　

教　

授
／
牧
野 

義
隆
／
認
知
心
理
学（
記
憶
）

　

助　

教
／
首
藤 

祐
介
／
認
知
行
動
療
法

法
学
部 

法
律
学
科

　

教　

授
／
加
藤 

佐
千
夫
／
刑
事
法

　

教　

授
／
小
林 

秀
文
／
民
法

　

准
教
授
／
長
尾 

英
彦
／
憲
法
・
行
政
法　

経
済
学
部 

経
済
学
科

　

准
教
授
／
英 　

邦
広
／
金
融
政
策

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科

　
特
任
講
師
／
城
山
喜
代
次
／
サ
ッ
カ
ー

　

助　

教
／
中
原 

貴
典
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

　

教　

授
／
竹
内 

外
夫
／
柔
道

　

准
教
授
／
滝 　

弘
之
／
サ
ッ
カ
ー　

　

助　

教
／
禿 　

隆
一
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

助　

教
／
三
宅 

恵
介
／
柔
道

31

名
誉
教
授（
元 

法
学
部
教
授
）

大
石 

明
夫
さ
ん

11
月
９
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。89
歳
。

名
誉
教
授（
元 

情
報
科
学
部
教
授
）

福
村 

晃
夫
さ
ん

12
月
５
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。91
歳
。

ワークショップで研究報告する近藤教授（左）

貴
重
書

貴
重
書

貴
重
書

図書館の

21

伊
勢
物
語
（
貴
１
３
９
）

美
術
的
意
匠
を

こ
ら
し
た
活
字
版

す
み
の
く
ら
そ  

あ
ん

さ

が
ぼ
ん

し
ょ
く 

じ

い

ぶ
ん

ぶ

　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
号
の

伊
バ
ー
リ
大
３
氏
と

合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

学　
　

長

指
定
研
究

嵯
峨
本『
伊
勢

語

、慶

十

３
９
）
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学
長
式
辞
で
安
村
学
長
は
ま
ず
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
で
す
か
ら
」と
し

て
、フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
、英
語

な
ど
日
本
語
を
含
む
７
か
国
語
で

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
式
に

臨
ん
だ
全
員
に
呼
び
か
け
、笑
顔
を

見
せ
た
。そ
し
て
卒
業
生
に
対
し
て

「
三
つ
の
英
単
語
を
挙
げ
て
門
出
の

こ
と
ば
と
し
た
い
」と「university-
diversity-adversity

」の「
語
呂
合

わ
せ
の
よ
う
な
単
語
」を
贈
っ
た
。

　
「
中
世
ラ
テ
ン
語
の
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル

シ
タ
ス
が
元
に
な
っ
た
大
学
は
、

uni(

一
つ)

とversus

（
向
け
ら
れ

た
）か
ら
で
き
て
お
り
、一
つ
の
目
的

を
持
っ
た
共
同
体
、ま
さ
に
総
合
大

学
を
意
味
し
、本
学
も
11
の
学
部
及

び
11
の
研
究
科
を
持
つ
、言
わ
ば
知

の
小
宇
宙
で
あ
る
」と
し
、「
卒
業
生

の
み
な
さ
ん
は
そ
う
し
た
場
で
４

年
、６
年
、そ
れ
以
上
を
過
ご
し
、大

き
な
学
び
の
環
境
の
中
に
身
を
置
い

て
き
た
」と
述
べ
、「
こ
こ
に
第
二
の

語diversity

が
関
係
し
て
き
ま
す
」

と
続
け
た
。

　

こ
れ
もdi

（
離
れ
て
）とversus

（
向
け
ら
れ
た
）の
合
成
語
で「
別
々

に
離
れ
て
い
く
」の
意
か
ら
今
日
の

「
多
様
性
」と
な
っ
た
と
い
い
、多
様

な
学
び
の
場
で
あ
る
大
学
の
卒
業

は
一
つ
の
区
切
り
で
あ
り
、「
大
事

な
こ
と
は
、こ
こ
か
ら
新
し
い
こ
と

が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
」と
つ

な
い
だ
。

　

新
し
い
生
活
に
入
っ
て
い
く「
船

出
で
す
。眼
前
に
広
が
る
広
大
な
海

に
帆
を
張
っ
て
出
て
い
く
こ
と
で

す
」と
述
べ
た
う
え
、吹
く
の
は
常
に

順
風
と
は
限
ら
ず
、逆
風
、嵐
の
こ
と

も
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
、そ
の
逆
境

がadversity

だ
と
し
た
。し
か
し
、

A
dversity m

akes a m
an w

ise.

（
艱
難
汝
を
玉
に
す
）と
い
う
成
句
も

あ
る
よ
う
に
、困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
で
人
は
輝
く
石
に
磨
か
れ
て
い

く
。そ
し
て
逆
境
を
通
し
て
真
の
友

に
出
会
え
る
。生
涯
に
わ
た
る
友
情

関
係
を
結
ん
で
く
だ
さ
い
と
結
ん

だ
。

　

中
京
大
学
２
０
１
６
年
度
卒
業
式
が
３
月
19
日
、名
古
屋

市
中
区
の
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、学
部
生
２

９
０
７
人
、大
学
院
生
78
人
の
計
２
９
８
５
人
が
学
び
舎
を

飛
び
立
っ
た
。４
月
を
思
わ
せ
る
陽
気
に
恵
ま
れ
、式
を
終

え
た
卒
業
生
た
ち
は
広
場
に
出
て
、お
し
ゃ
べ
り
や
記
念

撮
影
で
恩
師
や
学
友
と
の
別
れ
を
惜
し
む
姿
も
。ま
た
、体

育
会
や
文
化
会
の
各
ク
ラ
ブ
、サ
ー
ク
ル
の
後
輩
た
ち
も

訪
れ
、先
輩
の
旅
立
ち
を
祝
福
す
る
輪
が
幾
つ
も
出
来
上

が
っ
て
い
た
。

　

式
典
は
午
前
と
午
後
の
２
部
制
で
、午
前
に
文
、国
際
英

語
、国
際
教
養
、心
理
、総
合
政
策
、経
済
、経
営
の
７
学
部

と
大
学
院
６
研
究
科
、午
後
は
現
代
社
会
、法
、工
、情
報
理

工
、ス
ポ
ー
ツ
科
、体
育
の
各
学
部
と
大
学
院
５
研
究
科
を

対
象
に
挙
行
さ
れ
、各
研
究
科
の
代
表
に
大
学
院
学
位
記

が
、学
部
代
表
に
学
位
記
・
卒
業
証
書
が
、安
村
仁
志
学
長

か
ら
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
各
賞
表
彰
が
行
わ
れ
、優
等
賞
の
氏
名
が
紹
介

さ
れ
た
後
、安
村
学
長
が
学
長
賞
受
賞
代
表
者
に
賞
状
と

記
念
品
を
授
与
し
た
。さ
ら
に
学
部
長
賞
、同
窓
会
長
賞
、

創
立
者
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
、各
賞
の
表
彰
で
は
卒
業
生
の

ほ
か
、出
席
の
父
母
ら
約
１
０
０
０
人
か
ら
も
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

　

梅
村
清
英
総
長
・
理
事
長
は
祝
辞

で
学
部
卒
業
生
が
入
学
し
た
13
年
秋

に
理
事
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
触

れ
、こ
の
４
年
間
の
中
京
大
学
、日
本

社
会
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
た
。

　

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
長
期

計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
」策
定
が
14
年
に

形
と
な
り
、「
現
在
、様
々
な
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま
す
」

と
紹
介
。特
に
柱
の
一
つ
で
あ
る
国

際
化
に
つ
い
て
、海
外
の
教
育
機
関

と
の
連
携
協
定
締
結
に
努
め
て
き
た

こ
と
を「
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

大
学
、韓
国
の
学
校
法
人
地
山
学
園
、

さ
ら
に
台
湾
の
国
立
嘉
義
大
学
、台

北
市
立
大
学
と
続
い
て
い
る
」こ
と

を
説
明
し
た
。嘉
義
大
と
の
交
流
は

今
年
２
月
に
硬
式
野
球
部
が
親
善
試

合
の
た
め
訪
台
し
た
こ
と
が
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、時
代
を
読
み
解
く
キ
ー

ワ
ー
ド
を「
や
は
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」と
し
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）が
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
と

説
い
た
。情
報
の
入
手
、伝
達
だ
け
で

な
く
、資
金
の
移
動
す
ら
瞬
時
と
な

り
、さ
ら
に
加
速
化
し
て
い
る
。　　

　
「
ま
さ
に
激
動
の
時
代
だ
が
、そ

の
中
に
あ
っ
て
本
学
は「
自
ら
考

え
、行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
し
な

や
か
な
知
識
人
の
育
成
」を
教
育
目

標
と
し
て
い
る
。「
し
な
や
か
」と
は

柔
軟
で
弾
力
に
富
ん
で
い
る
こ
と
、

平
た
く
言
え
ば
、何
事
に
も
く
じ
け

な
い
、へ
こ
た
れ
な
い
と
い
っ
た
意

味
だ
」と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
皆
さ
ん
は
四
年
間
の
学

び
を
通
し
て
既
に
そ
う
し
た
資
質
が

十
分
に
備
わ
っ
て
い
ま
す
」と
し
、

「
こ
れ
か
ら
も
広
く
、深
く
学
び
、多

く
の
友
人
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。高

い
志
を
持
っ
て
怠
る
こ
と
な
く
、常

に
校
訓『
真
剣
味
』で
臨
ん
で
く
だ
さ

い
」と
激
励
し
た
。

❖ 

安
村 

仁
志 

学
長

勇
躍
、船
出
を

❖ 

梅
村 

清
英 

総
長
・
理
事
長

常
に「
真
剣
味
」で

卒
業
式

２
９
８
５
人 

晴
れ
や
か
な
門
出
２
０
１
６
年
度  

卒
業
式
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２
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
で
４

年
間
学
び
、体
育
会
ス
ケ
ー
ト
部
の

選
手
と
し
て
多
く
の
大
会
で
活
躍
し

た
。自
分
で
選
ん
だ
と
い
う
羽
織
袴

姿
の
村
上
選
手
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

「
真
央
ち
ゃ
ん（
浅
田
選
手
）と
一
緒

に
出
場
し
た
ソ
チ
五
輪
と
、一
緒
に

大
学
の
授
業
を
受
け
た
の
が
い
い
思

い
出
」と
述
べ
た
。

　

日
野
選
手
は「
最
初
は
苦
労
し
た

が
、上
級
生
に
な
っ
て
納
得
で
き
る

ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
」と
競
技
続
行
を
表
明
し
た
。

　

主
将
を
務
め
た
日
野
選
手
は
五

輪
、世
界
選
手
権
へ
の
出
場
は
な

か
っ
た
も
の
の
、中
京
大
を
背
負
っ

た
日
本
学
生
選
手
権（
イ
ン
カ
レ
）の

個
人
総
合
で
１
年
の
時
に
２
位
、２

年
か
ら
４
年
ま
で
３
連
覇
を
達
成
。

チ
ー
ム
の
総
合
優
勝
な
ど
に
大
き
く

貢
献
し
た
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
の
村

上
佳
菜
子
選
手
と
同
男
子
の
日
野
龍

樹
選
手
が
そ
ろ
っ
て
卒
業
式
に
出
席

し
、会
場
の
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会

館
で
報
道
各
社
の
取
材
を
受
け
た
。

中国音楽史図鑑
明木 茂夫（国際教養学部教授）監修・翻訳

…
　人民音楽出版社『中国音楽史図鑑・修訂版』の
邦訳。先史時代から明清時代に至る中国音楽史
を豊富な図版を用いて時代順に解説した通史で
ある。翻訳に際しては平易な表現を心がけ、中国
古典音楽の専門用語を分かりやすく説明するとと
もに、日本の読者のために多数の訳注を補った。
また楽器の種類別に配列した図版目録を巻末に
掲載している。  

■　科学出版社東京。2016年6月23日刊。
■　374頁。本体26,000円＋税

The Anthem Companion to
Pierre Bourdieu

相澤 真一（現代社会学部准教授）他著
…

　英国Anthem社による世界の社会学者につい
ての論文を集めた全15巻のシリーズの1冊にフラ
ンスの社会学者ピエール・ブルデューが取り上げ
られた。本書では、社会学理論の国際的な知的対
話を重視し、欧州におけるブルデュー研究の展開
が取り上げられているだけでなく、日本を含む欧米
外のブルデュー受容と研究の展開が取り上げられ
ている点に大きな特徴がある。

■　ANTHEM PRESS。2016年8月5日刊。
■　292頁。本体 $115.00

協同学習がつくるアクティブ・ラーニング
杉江 修治（国際教養学部教授）編著

…
　大学での初年次教育改善の研究からはじまっ
たアクティブな学びづくりの潮流は、それを文科省
が取り上げるに至って義務教育の世界にまで広が
りつつある。本書では学習者から出発する学習指
導論としてこれをポジティブに評価しつつ、単なる
技法に陥ることのないように、学力論を基盤に置い
た実践化を提案した。

■　明治図書出版。2016年11月刊。
■　149頁。本体2,100円＋税

絨毯とトランスプランテーション
―21世紀のV・S・ナイポール―
栂　正行（（国際教養学部教授）著

…
　故地の文化を絨毯のように携え新天地に敷き
詰める者。身ひとつで自らを異郷に移植する者。本
書はふたつの生の有り様の間の無数のヴァリエー
ションを、ナイポールの全言語芸術作品に探り、現
実架空双方のおよそ人の幸不幸を考察する文明
論。絨毯の比喩は、個別作家の世界を越え、いつし
か万人の属性を説明しうる。2016年度本学出版
助成（学術図書）対象図書。

■　音羽書房鶴見書店。2017年2月10日刊。
■　160頁。本体2,500円＋税

の
ゼ
ミ
で
日
本
語
を
学
ぶ
傍
ら
、書

道
部
に
も
所
属
し
、い
く
つ
も
の
書

道
展
で
入
賞
す
る
な
ど
、学
部
で
も

部
活
で
も
精
力
的
な
学
生
生
活
を

送
っ
た
。前
職
で
は
人
事
の
教
育
担

当
を
11
年
や
っ
て
い
た
と
い
う
経
歴

も
あ
り
、学
生
か
ら
就
職
活
動
の
相

談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
な
ど
頼
り

に
さ
れ
て
い
た
。

　

67
歳
の
今
春
、文
学
部
を
卒
業
し

た
。

　
「
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で
し

た
。１
年
次
は
必
修
の
授
業
や
今
ま

で
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
英
語
、ロ

シ
ア
語
な
ど
、学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

家
で
は
主
婦
業
が
あ
り
１
日
24
時
間

と
い
う
時
間
で
は
足
り
ま
せ
ん
で

し
た
」と
話
す
。

　

牧
野
さ
ん
は
63
歳
で
百
貨
店
を
退

職
後
、「
日
本
語
を
学
び
た
い
」と
い

う
思
い
を
胸
に
文
学
部
言
語
表
現

学
科
に
入
学
。宮
内
佐
夜
香
准
教
授

　

ゼ
ミ
や
部
活
の
合
宿
に
も
参
加

し
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
早
朝
練
習

を
す
る
な
ど
周
り
の
学
生
と
同
じ

よ
う
に
活
動
し
た
。学
生
も
普
通
に

仲
間
に
入
れ
て
く
れ
、充
実
し
た
学

生
生
活
だ
っ
た
と
言
う
。

　

４
年
生
秋
学
期
の「
教
養
探
検
ゼ

ミ
」で
安
村
仁
志
学
長
か
ら
も
薫
陶

を
受
け
た
。

　

安
村
学
長
は「
牧
野
さ
ん
の
よ
う

な
方
が
入
学
さ
れ
若
い
学
生
と
学

ば
れ
る
こ
と
は
本
学
に
と
っ
て
も

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
。学
生
た
ち
に

と
っ
て
も
共
に
学
び
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」と
語
っ
た
。

　
「
卒
業
後
も
同
窓
生
と
し
て
一
緒

に
学
ん
だ
人
た
ち
と
交
流
を
続
け

な
が
ら
存
分
に
人
生
を
楽
し
ま
れ

る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
」と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

67
歳
で
文
学
部
を
卒
業

牧
野
慶
子
さ
ん
、書
道
部
で
も
活
躍

日野選手 村上選手

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

村
上
、日
野
選
手

卒
業
式
で
会
見

卒
業
式
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合計

712
562
905
773
471
610
969

1,825
914
882
347
449

2,706
3,067
3,157
2,876
1,446
1,180
1,094
617

1,900
1,547
1,716
30,725

328
217
284
301
262
266
595
604
419
386
187
264

1,135
890

1,213
1,049
391
402
375
246
318
442
216

10,790

学部 学科 募集定員 志願者数 合格者数
2017年度 2016年度2017年度 2016年度

文

国際英語

国際教養
心理

現代社会

法
総合政策
経済
経営

工

スポーツ科

日本文
言語表現
歴史文化

国際教養
心理

法律
総合政策
経済
経営

機械システム工
電気電子工
情報工

メディア工
スポーツ教育
競技スポーツ科
スポーツ健康科

国際英語キャリア専攻
英語圏文化専攻
国際学専攻

社会学専攻
コミュニティ学専攻
社会福祉学専攻
国際文化専攻

国際
英語

現代
社会

2017年度　全入試方式（学部学科別）　志願・合格者数　（人）

試験区分
AO入試
推薦入試

前期日程入試※

後期日程入試※

学園内推薦入試
特別入試

試験区分別志願者数　（人）

137
2,556
31,433
3,263
288
162

2017年度
138

2,560
24,532
3,099
325
71

2016年度

※センター試験利用方式を含む

※合格者数について同学部他学科（専攻）からの第2第3志望合格は含まない

900
702
899
1,164
1,006
917
1,678
2,326
1,324
1,039
395
741
3,257
2,840
4,171
3,851
1,621
1,457
1,425
908
2,079
1,383
1,756
37,839

68
72
65
60
60
60
110
175
88
88
45
44
320
220
320
325
80
80
80
60
137
269
84

2,910

275
336
240
275
278
261
511
603
377
379
154
249
1,107
909
1,039
924
346
416
397
258
416
467
223

10,440

　

求
人
増
に
伴
い
、早
期
の
民
間
企

業
内
定
者
が
増
え
て
い
る
中
、２
０

１
６
年
度
の
本
学
公
務
員
採
用
試
験

結
果
は
、国
家
公
務
員
、地
方
公
務
員

合
計
で
４
０
５
人
と
な
り
15
年
度
４

１
３
人
と
比
較
し
て
８
名
減
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
は
14
年
度
と
比
較
し
て
２
年

続
け
て
高
い
合
格
実
績
と
な
っ
た
。

　

国
家
公
務
員
の
合
格
者
数
は
、昨

年
の
１
２
８
人
を
大
き
く
上
回
る
１

５
４
人
で
あ
っ
た
。な
か
で
も
、最
難

関
の
国
家
総
合
職
に
は
４
人
が
合
格

（
法
学
部
２
人
、経
済
学
部
２
人
）し

た
。こ
れ
で
、中
部
地
区
私
立
大
学
で

は
唯
一
、
11
年
連

続
合
格
者
輩
出
と

な
っ
た
。併
せ
て
、

国
家
一
般
職
と
国

税
専
門
官（
国
家

専
門
職
）は
過
去
最
高
の
合
格
実
績

で
あ
っ
た
。

　

裁
判
所
一
般
職
試
験
に
つ
い
て

は
、試
験
の
難
易
度
も
高
く
、東
京
都

特
別
区
の
試
験
日
と
重
な
っ
た
た
め

分
散
し
た
こ
と
に
よ
り
２
人
の
合
格

で
あ
っ
た
。

　

次
に
地
方
公
務
員
は
、全
体
で
２

５
１
人
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
昨
年
に

次
ぐ
合
格
実
績
で
あ
っ
た
が
、他
府

県
の
自
治
体
を
受
験
す
る
者
が
減
っ

た
影
響
も
あ
り
、地
方
上
級
職
で
は

例
年
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

愛
知
県
庁
、名
古
屋
市
役
所
は
併
せ

て
28
人
と
例
年
並
み
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
入
学
試
験
総
志
願

者
は
対
前
年
比
１
２
３
・
２
％
の
３

万
７
８
３
９
人
で
過
去
最
高
を
記

録
。６
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え

た
。全
国
７
７
７
大
学
中
25
番
目
の

志
願
者
数
。

　

全
試
験
に
お
け
る
募
集
定
員
に
対

す
る
倍
率
は
13
・
０
倍（
全
試
験
平

均
）。学
部
別
志
願
者
数
は
工
学
部
５

４
１
１
人
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
５
２

１
８
人
、経
済
学
部
４
１
７
１

人
の
順
で
あ
っ
た
。

　

試
験
区
分
別
の
志
願
者
は
、

Ａ
Ｏ
入
試
１
３
７
人
、推
薦
入

試
２
５
５
６
人
、一
般
前
期
日

程
入
試
３
万
１
４
３
３
人
、後
期
日

程
入
試
３
２
６
３
人
、学
園
内
推
薦

２
８
８
人
、特
別
入
試
１
６
２
人
。

　

前
期
日
程
入
試
は
Ａ
方
式
、Ｍ
方

式
、得
意
科
目
重
視
型
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ス（
Ｃ
Ｐ
）方
式
、セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
方
式
３
科
目
型
・
４
科
目
型
・５

科
目
型
で
行
わ
れ
た
。Ｍ
方
式
は
１

日
程
、得
意
科
目
重
視
型
Ｃ
Ｐ
方
式

は
Ａ
方
式
と
併
願
が
で
き
る
よ
う
４

日
程
増
え
た
。

　

試
験
は
本
学（
名
古
屋
、豊
田
）の

ほ
か
、
17
都
道
府
県
20
会
場（
札
幌
・

仙
台
・
東
京
・
富
山
・
金
沢
・
福
井
・
松

本
・
静
岡
・
浜
松
・
豊
橋
・
岐
阜
・
大
垣
・

四
日
市
・
津
・
大
阪
・
岡
山
・
広
島
・
松

山
・
福
岡
・
那
覇
）で
実
施
さ
れ
た
。

公務員試験の合格実績

国家公務員 2014年度 2015年度 2016年度

2014年度 2015年度 2016年度

国家総合職
国家一般職

国税専門官
財務専門官
労働基準監督官
法務省専門職員
皇宮護衛官
航空管制官

裁判所一般職
刑務官・自衛官

県庁・政令指定都市
愛知県
名古屋市
その他

市町村役場
警察官
消防官

その他（国立大学法人等）

※2017年3月末現在。資格センター判明分　※国家公務員に一部既卒含む

計

国
家
専
門
職

〈
内
訳
〉

計

地方公務員

10
47
46
1
2
1

｜
1
6
6

120

2
49
56

｜
2

｜
1

｜
4
14
128

4
59
69

｜
1
1

｜
｜

2
18
154

51
16
11
24
51
60
25
187

2

58
19
11
28
61
132
34
285

1

43
21
7
15
64
110
34
251

｜

入
試
結
果
・
公
務
員
試
験

国
家
公
務
員
合
格
者
数

過
去
最
高
の
１
５
４
人

２
０
１
７
年
度

入　
　

試

志
願
者
、過
去
最
高
の

　
　

３
万
７
８
３
９
人
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運輸業・通信業
フジドリームエアラインズ、近鉄エクスプレ
ス、ANA中部空港、キムラユニティー、トヨ
タ輸送、トランコム、伊勢湾海運、近畿日本
鉄道、西日本電信電話、西日本旅客鉄道、
全日本空輸、中部国際空港旅客サービス、
東海旅客鉄道、東日本旅客鉄道、日本トラ
ンスシティ、日本航空、日本通運、日本郵便、
名古屋鉄道、名港海運、鈴与
卸売業・小売業
Paltac、サンゲツ、ジェイアール東海高島
屋、ジャクエツ、スズケン、トーカン、パロマ、
タキヒヨー、トラスコ中山、ブラザー販売、岡
谷鋼機、興和、国分、三菱商事テクノス、瀧
定名古屋、東海澱粉、日清医療食品、平和
紙業、矢崎総業
金融業・保険業
かんぽ生命保険、セディナ、ゆうちょ銀行、り
そな銀行、愛知銀行、三井住友銀行、三重
銀行、三菱東京UFJ銀行、十六銀行、大垣
共立銀行、大和証券グループ本社、第三銀

行、中京銀行、八十二銀行、百五銀行、福
井銀行、北陸銀行、北國銀行、名古屋銀
行、あいおいニッセイ同和損害保険、トヨタ
ファイナンス、みずほ証券、岡崎信用金庫、
三井住友海上火災保険、三井住友信託銀
行、三菱UFJニコス、三菱UFJモルガン・ス
タンレー証券、、瀬戸信用金庫、損害保険
ジャパン日本興亜、東京海上日動火災保
険、碧海信用金庫、野村證券
建設業
トーエネック、竹中工務店、NDS、ジェイ
アール東海建設、住友林業、積水ハウス、大
和ハウス工業
サービス業
NSD、インテック、エヌ・ティ・ティ・データ、ト
ヨタコミュニケーションシステム、ミキハウ
ス、LEGOLAND Japan、NECソリューショ
ンイノベータ、アイシン・コムクルーズ、アスト
モスエネルギー、デンソーテクノ、楽天、三菱
電機エンジニアリング、社団法人日本音楽
著作権協会（JASRAC）

製造業
デンソー、バッファロー、マキタ、メニコン、ヤ
クルト本社、伊藤園、東海理化電機製作
所、JFEスチール、アイシン・エィ・ダブリュ、
アイシン精機、アイホン、アサヒビール、アス
モ、イビデン、オーエスジー、クリナップ、シー
ケーディ、スズキ、タカラスタンダード、トヨタ
自動車、ホーユー、マブチモーター、マルハ
ニチロ、ヤマザキマザック、ヤマハ発動機、ヨ
ネックス、リンナイ、ロート製薬、杏林製薬、
三協立山、住友電装、小島プレス工業、新
東工業、大同メタル工業、大豊工業、中央
発條、中外製薬、日華化学、日星電気、日本
精工、日本製粉、日本特殊陶業、浜松ホトニ
クス、浜名湖電装、武田薬品工業、豊田鉄
工
不動産業
遠州鉄道、三井不動産リアルティ、住友不
動産販売、東急リバブル

公務員
経済産業省（中部経済産業局）、検察庁（名
古屋地方検察庁）、厚生労働省（愛知労働
局）、厚生労働省（静岡労働局）、厚生労働
省（三重労働局）、国土交通省（本省）、国土
交通省（中部運輸局）、国土交通省（中部地
方整備局）、裁判所（一般職・大阪管轄）、財
務省（神戸税関）、財務省（名古屋税関）、総
務省（中国四国管区行政評価局）、農林水
産省（東海農政局）、防衛省（陸上自衛隊中
部方面総監部）、法務省（名古屋入国管理
局）、金沢国税局、東京国税局、名古屋国税
局、厚生労働省（労働基準監督官）、法務省
（法務技官）、愛知県庁、愛知県警察本部、
名古屋市消防局、春日井市消防本部、東海

市消防本部、豊田市消防本部、豊橋市消防
本部、岡崎市消防本部、蒲郡市消防本部、
瀬戸市消防本部、名古屋市役所、あま市役
所、みよし市役所、一宮市役所、岡崎市役
所、刈谷市役所、江南市役所、常滑市役所、
瀬戸市役所、知多市役所、長久手市役所、
豊川市役所、豊田市役所、弥富市役所、東
海市役所、半田市役所、四日市市役所、桑
名市消防本部・消防署、三重県警察本部、
四日市消防本部、津市役所、三重県教育委
員会、羽島市役所、可児市役所、海津市役
所、各務原市役所、岐阜県警察本部、岐阜
県庁、岐阜市役所、高山市役所、中津川市
役所、向日市役所、群馬県警察本部、大竹
市役所、山口県警察本部、峡南消防本部、

滋賀県警察本部、湖西市役所、焼津市役
所、静岡県警察本部、藤枝市役所、加賀市
消防本部、金沢市消防局、石川県警察本
部、石川県庁、大阪府警察本部、千曲坂城
消防本部、長野県警察本部、警視庁、東京
消防庁、東京都特別区（江戸川区）、滑川市
役所、富山県警察本部、福井県警察本部、
愛媛県警察本部、愛知県教育委員会、三重
県教育委員会、岐阜県教育委員会、静岡県
教育委員会、新潟県教育委員会、神奈川県
教育委員会、滋賀県教育委員会、大阪府教
育委員会、兵庫県教育委員会、広島県教育
委員会、長崎県教育委員会、名古屋市教育
委員会、横浜市教育委員会、堺市教育委員
会

2016年度　主な公務員合格先および就職先一覧

　

２
０
１
６
年
度
卒
業
生
の
就
職
率
は

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
集
計
に
よ
る
と
、４

月
末
現
在
、98
・
４
％※

で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。昨
年
同
時
期
と
比
べ
て
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

16
年
度
の
就
職
活
動
は
企
業
の
広
報

活
動
開
始
が
３
月
、面
接
開
始
が
15
年
度

の
８
月
か
ら
６
月
に
前
倒
し
に
な
っ
た

が
、大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
葉
山
祥
吾
課
長

補
佐
は「
16
年
度
は
企
業
の
採
用
意
欲
が

旺
盛
で
、大
手
企
業
の
み
な
ら
ず
中
堅
企

業
も
活
発
に
採
用
活
動
を
行
っ
た
よ
う

だ
。ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
採
用
活

動
に
結
び
付
け
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
早
期
か
ら
応
募

す
る
よ
う
に
指
導
し
た
こ
と
が
結
果
に

結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
」と
語
っ
た
。

　

就
職
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ク
ナ
ビ
に
よ

れ
ば
中
京
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
延
べ
応
募
者
数
は
東
海
地
区
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の

指
導
を
裏
付
け
る
形
と
な
っ
て
い
る
。17

年
度
も
早
め
に
多
く
の
業
界
を
見
る
た

め
に
３
年
生
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
が
重
要
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

主
な
就
職
先
は
下
記
の
と
お
り
。マ
ル

ハ
ニ
チ
ロ
、日
本
製
粉
、音
楽
著
作
権
協

会（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）は
本
学
と
し
て
は

初
の
就
職
実
績
。

※

就
職
率
は
就
職
希
望
者
数
に
対
す
る

就
職
決
定
者
数
の
割
合

主
な
就
職
先
一
覧

過去最高の就職率　インターンシップ有効にキャリア支援課
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本
学
は
９
月
20
日
に
２
人
、３
月

19
日
の
卒
業
式（
学
位
記･

卒
業
証
書

授
与
式
）に
８
人
の
計
10
人
に
博
士

学
位（
課
程
博
士
８
人
、論
文
博
士
２

人
）を
授
与
し
た
。

※

経
歴
欄
は
順
に
現
職(
課
程
博
士
授

与
者
の
う
ち
、本
学
大
学
院
研
究
科
２

０
１
６
年
度
在
籍
は
省
略
）、最
終
学

歴
、学
位
論
文
タ
イ
ト
ル
。

●
課
程
博
士
／
博
士（
心
理
学
）

鑓
水　

秀
和
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
実

験
・
応
用
心
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
▼
複
数
の
顔
か
ら
な
る
集
合
化
表

象
を
用
い
た
魅
力
判
断
に
関
す
る
研

究●
課
程
博
士
／
博
士（
心
理
学
）

山
本　

竜
也
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科
臨

床
・
発
達
心
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
▼
抑
う
つ
症
状
と
社
会
機
能
に
対

す
る
行
動
活
性
化
モ
デ
ル
の
検
討―

ア
ナ
ロ
グ
研
究
か
ら
の
示
唆―

●
課
程
博
士
／
博
士（
社
会
学
）

内
本　

充
統
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
▼「
施
設
の
時
代
」―

イ
ギ

リ
ス
１
８
３
４
年
改
正
貧
民
法
下
に

お
け
る
児
童
の
施
設
養
育
に
関
す
る

歴
史
的
研
究（
１
８
３
４
|
１
９
４

８
）

●
課
程
博
士
／
博
士（
社
会
学
）

高
田　

佳
輔
さ
ん

▼
本
学
現
代
社
会
学
部
フ
ィ
ー
ル
ド

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
▼
本

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
修
得
満
期
退
学
▼
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
が
現
実
世
界
の
対
人
関
係
に

及
ぼ
す
影
響
の
量
的
・
質
的
検
討

●
課
程
博
士
／
博
士（
社
会
学
）

堀　

兼
大
朗
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
▼
健
常
者
を
中
心
と
す
る

社
会
で
生
き
る
自
閉
症
者
の
母
親―

母
親
に
よ
る
子
ど
も
の
障
害
の
開

示
・
秘
匿
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て―

●
課
程
博
士
／
博
士（
情
報
科
学
）

秋
月　

秀
一
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
情

報
認
知
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
▼

形
状
的
整
合
性
お
よ
び
配
置
実
現
性

に
基
づ
く
３
次
元
物
体
認
識
に
関
す

る
研
究

●
課
程
博
士
／
博
士（
情
報
科
学
）

近
藤　

雄
基
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
情

報
認
知
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
▼

ロ
バ
ス
ト
な
三
次
元
表
面
性
状
用
高

速
Ｍ
推
定
ガ
ウ
シ
ア
ン
フ
ィ
ル
タ
の
研

究●
課
程
博
士
／
博
士（
体
育
学
）

王　

国
棟
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
▼
高
リ
ン
食
条
件
に
お
け

る
ラ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ン
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
骨
代
謝
に
及
ぼ
す
影
響

●
論
文
博
士
／
博
士（
体
育
学
）

石
村　

和
博
さ
ん

▼Edith 
Cow

an 
U
niversity, 

School of M
edical &

 H
ealth 

Sciences, Visiting   Research   
Fellow

▼
本
学
大
学
院
体
育
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
修
得
満
期
退
学

▼
陸
上
競
技
曲
走
路
疾
走
に
お
け
る

左
右
ス
テ
ッ
プ
の
非
対
称
性
に
関
す

る
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的
研
究

●
論
文
博
士
／
博
士（
体
育
学
）

豊
嶋　

陵
司
さ
ん

▼
本
学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
実
験

実
習
助
手
▼
本
学
大
学
院
体
育
学
研

究
科
博
士
課
程
退
学
▼
短
距
離
走
の

最
大
速
度
局
面
に
お
け
る
ピ
ッ
チ
と

ス
ト
ラ
イ
ド
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
克

服
に
関
係
す
る
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的

要
因

と
し
て
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
佐
藤

圭
太
さ
ん（
13
年
度
体
育
学
部
卒
）、

昨
年
の
大
晦
日
に
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
Ｗ
Ｂ
Ｏ
世
界
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

王
座
決
定
戦
で
Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
、２
階

級
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
田
中
恒
成

さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）が
招
か
れ
、

冒
頭
、梅
村
清
英
総
長
・
理
事
長
、安

村
仁
志
・
中
京
大
学
学
長
か
ら
花
束

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

約
４
５
０
人
の
卒

業
生
が
業
種
を
越

え
て
交
流
を
深
め

て
い
た
。

　

会
に
先
立
っ
て

松
田
さ
ん
、久
世

由
美
子
コ
ー
チ
に

よ
る「
夢
を
夢
で

終
わ
ら
せ
な
い
競

泳
人
生
」を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。４
歳
か
ら

の
28
年
間
に
わ
た

る
松
田
さ
ん
の
競

泳
人
生
と
指
導
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

が
語
ら
れ
た
。

　

中
京
大
学
の
卒
業
生
ら
に
よ
る

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
28
日
、ヒ

ル
ト
ン
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
に
は
、リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
泳
８
０
０
㍍
リ
レ
ー
に
出
場
し
、

日
本
チ
ー
ム
と
し
て
１
９
６
４
年

東
京
大
会
以
来
52
年
ぶ
り
の
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
松
田
丈
志
さ
ん（
08

年
度
体
育
学
修
士
修
了
）、リ
オ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
の
日
本
チ
ー
ム
の
一
員

や
り
み
ず

み
ち 

と

10
人
に
博
士
学
位
授
与

懇親会での同窓生の交流

新
春
賀
詞
交
歓
会

　

卒
業
生
４
５
０
人
参
加

アンケートにご協力ください

今後の広報誌改善のため、アンケートに
ご協力お願いいたします。
　左記QRコードから読み取りのうえ、お答
えください。
　なお、回答していただいたことについては
広報誌改善以外には使用いたしません。

学
習
活
動
・
各
賞
受
賞



15

　

工
学
部
の
橋
本
学
教
授
と
情
報
科

学
研
究
科
の
奥
川
絢
太
さ
ん（
修
士

１
年
）、大
野
広
揮
さ
ん（
修
士
２
年
）

の
３
人
が
１
月
10
日
、マ
レ
ー
シ
ア

の
ペ
ナ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
た
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｔ
国
際
会
議（International

W
orksh

op on
 A

d
van

ced
 

Im
age Technology

）で
最
優
秀

論
文
賞
に
あ
た
る「B

est Paper 
A
w
ard

」を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
論
文
名
は
、”Speed-up 

M
ethod of R

otation T
em

-
plate M

atching based on 
O
ptim

ization of M
anifold’s 

Shape”

。

　

橋
本
教
授
に
よ
る
と
、人
工
知
能

に
よ
る
画
像
認
識
技
術
の
一
種
で

あ
り
、回
転
し
て
い
る
も
の
を
瞬
時

に
見
つ
け
る
技
術
。画
像
モ
デ
ル
群

を
仮
想
空
間
に
投
影
し
てM

ani-
fold

（
多
様
体
）と
呼
ば
れ
る
閉
曲

線
の
形
状
最
適
化
に
よ
っ
て
高
速

化
す
る
、と
い
う
極
め
て
独
創
的
な

ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
点
が
評
価

さ
れ
た
。

　

橋
本
教
授
は「
こ
の
画
像
パ
タ
ー

ン
マ
ッ
チ
ン
グ
は
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
一
つ
で
す
。工
場
で
の
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
転
自

動
車
へ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
技

術
で
あ
り
、今
回
の
受
賞
は
、我
々

だ
け
で
な
く
、産
業
界
に
と
っ
て
も

朗
報
で
あ
る
と
思
う
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、奥
川
さ
ん
は「
苦
手
だ
っ
た

英
語
で
の
発
表
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
が
、自
信
を
持
つ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。ま
だ
受
賞
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
技

術
を
磨
き
た
い
」、大
野
さ
ん
は「
修

士
課
程
を
修
了
す
る
前
に
、こ
れ
ま

で
の
努
力
が
報
わ
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
。こ
の
経
験
を
社
会
で
も
生
か

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

工
学
部
３
年
の
山
田
恭
佑
さ
ん
、

高
木
裕
平
さ
ん
、後
藤
旭
人
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
が
、１
月
７
日
に
行
わ
れ

た「N
EXT CO

M
M
U
N
ICA

TIO
N
 

A
W
A
RD

 2016

」の
ア
プ
リ
開
発 

テ
ー
マ
部
門「
地
震
発
災
時
に
備
え

る
／
役
立
つ
ア
プ
リ
」で
、準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
催
し
は
、学
生
な
ら
で
は
の

柔
軟
な
発
想
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

知
識
を
３
部
門
で
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

で
、エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
ド
コ
モ
東
海

支
社
な
ど
が
主
催
し
た
。

　

工
学
部
の
３
人
が
受
賞
し
た
ア
プ

リ
は「Life search

」。震
災
時
に
瓦

礫
に
埋
も
れ
た
人
や
、行
方
不
明
に

な
っ
た
人
を
オ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
下

で
も
、ス
マ
ホ
同
士
で
探
す
こ
と
が

で
き
る
。被
災
者
が
救
助
を
求
め
る

こ
と
、救
助
者
が
被
災
者
を
探
す
こ

と
を
一
つ
の
ア
プ
リ
で
可
能
に
し

た
。端
末
同
士
の
短
距
離
通
信
で
位

置
情
報
や
お
お
よ
そ
の
距
離
の
や
り

取
り
を
し
、被
災
者
が
持
つ
端
末
の

位
置
情
報
を
表
示
す
る
。デ
ザ
イ
ン

や
操
作
を
シ
ン
プ
ル
に
し
て
災
害
時

の
使
い
や
す
さ
を
重
視
。防
災
グ
ッ

ズ
の
登
録
や
確
認
が
で
き
る
機
能
も

搭
載
し
て
い
る
。

　

受
賞
学
生
は「
震
災
時
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
が
不
可
能
な
時
で
も
、

皆
で
助
け
合
え
る
ア
プ
リ
を
目
指
し

て
、開
発
し
ま
し
た
。開
発
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
、や
り
遂
げ
た
こ
と
に
よ
る
自

信
な
ど
得
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
」と
話
し
た
。

　

経
営
学
部
・
中
村
雅
章
ゼ
ミ
の
３

年
生
６
人
は
、名
古
屋
市
中
区
の
老

舗
和
菓
子
店「
不
老
園
正
光
」と
共
同

で
新
商
品
を
開
発
し
た
。

　
「
伝
統
の
味
を
残
し
つ
つ
、興
味
を

引
く
よ
う
な
商
品
を
作
り
た
い
」と
考

え
、女
性
和
菓
子
職
人
の
視
点
と
学
生

な
ら
で
は
の
視
点
を
取
り
入
れ
、同
店

の
カ
フ
ェ
で
提
供
で
き
る
和
菓
子
に

合
う
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し

た
。

　

１
０
０
種
類
以
上
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
、実
現
可
能
な
も
の
か
ら
試

作
を
重
ね
て
商
品
化
し
た
の
が
、自

家
製
の
粒
あ
ん
を
用
い
た「
つ
ぶ
あ

ん
ミ
ル
ク
」と
、こ
だ
わ
り
の
和
三
盆

を
用
い
た「
和
三
盆
の
柚
子
紅
茶
」。

１
月
中
旬
か
ら
同
店
の
カ
フ
ェ
で
販

売
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、お
店
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
和
プ
リ
ン「
和
葛（
や
わ
く
ず
）」

の
新
商
品「
甘
酒
和
葛
」の
開
発
に
も

携
わ
っ
た
。

　

３
月
に
は
、名
古
屋
市
中
区
で
毎

月
28
日
に
行
わ
れ
る「
東
別
院
て
づ

く
り
朝
市
」で
販
売
し
、完
売
し
た
。

　

開
発
し
た
杉
下
正
樹
さ
ん
は「
頭

で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、様
々
な
場

所
に
足
を
運
ん
で
、多
く
の
人
と
話

す
こ
と
で
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」と

語
っ
た
。

　

今
後
は
、夏
に
向
け
て
和
葛
を
用

い
た「
か
き
氷
」の
開
発
を
行
う
予
定
。

け
ん 

た

あ
き
ひ
と

工
学
部
橋
本
学
教
授
ら

最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞工

学
部
３
年
生
の
グ
ル
ー
プ

　
　

ア
プ
リ
開
発
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

経
営
学
部
中
村
ゼ
ミ

老
舗
和
菓
子
屋
と
コ
ラ
ボ

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｔ
国
際
会
議

受
賞
を
喜
ぶ
橋
本
教
授（
右
）、

奥
川
さ
ん（
中
）、大
野
さ
ん

表彰式での挨拶

学
習
活
動
・
各
賞
受
賞
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